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1 . ｢総合的な学習の 時間｣ の現状と問題点
(1) ｢総 合的な学習の時間｣ のね らい に 迫るための ､ 活動
意欲の 価値
1 998年12月､ 新学習指導要領が告示され､ 総合的な学習 の
時間 ( 以下『総合』 とい う) が新設された｡ そ の 総則にお い
て 『総合』の内容は他教科と異なり､ 例示にとどま っ て い る｡
そ の こ とから､ 内容を各学校に任せ て い る点が 『総合』 の特
徴 であると捉える ことが てきる｡ これ に関して松本 (20 03)(
1)
は､ こ の内容に しばりがな い こ と こ そ新設された 『総合』が
効果的 に働く鍵 であると指摘して い る｡ 各学校､ そ して 実際
に指導に当たる教師は､ こ れ ま で経験した ことがな い こ の状
況 に対して ､ どの ように対応 して い くか､ 創造的な取り組み
が求められ て い ると ころ であろう｡
さ て ､ 『総合』 のねらい は究極的な形 で示され ､ ｢問 題解決
能力 の育成｣ と ｢自己 の 生き方 を考える こと｣ の 2 点にある
と捉える ことが で きる(2)0
これ らの ねらい に迫 るために､ 『総合』 における活動 ･ 体験
は ､ さ せられ て い る活動で はなく､ 活動自体 に子供 の内面の
はたらきが伴 っ て い る こ とが不可欠 で あると考える｡ なぜな
ら､ 自ら の 意欲 ･ 意思 に支えられた活動を して い く こ とで ､
で きた喜びを味わえ､ 結果 として自分 で で きたと いう自信が
も て ､ さ らに ､ 自尊感情 (自己肯定感) が高まる こ とに つ な
がるからで ある｡ こ の こ とは､ 初田 (199)(3)も､ 学習 の 中心
に自分を据え､ 主体的に問題解決を図 っ て い く こ とや ､ 学 び
方そ の もの の獲得が重視されなくて はい けない と い う指摘を
して い ると ころで ある ｡
しか し､ 実際に行われ て い る 『総合』 の授業に目を向ける
と､ ｢0 0 調査｣ ｢0 0探検｣ など活動内容その もの には従来
以上 の多様性が見られるが ､ そ の 質に目を向けると ､ 従来の
受け身的な ､ させ られ て い る活動が中心とな っ て い る場合が
多 い ように思われ る｡ また ､ 環境教育や国際理解教育と い っ
た ､ 0 0教育と い う内容の枠組みに縛られた展開がなされ､
内容を子供が創り出して い くと いう 『総合』 の よさを生か し
きれ て い な い 実践も多々 見られる の で ある｡
『総合』 の よさは､ 内容を媒介としてとらえ､ 子供が自ら
の意思 ･ 判断で問題解決を創りだ して い く ｡ そ の プ ロ セ ス を
通 して ､ 直接的に ｢生きる力｣ に迫ると ころ にあると著者ら
は考えて い る｡ そ して ､ そ の プ ロ セ ス の 鍵は､ 活動意欲を い
かに生み出すか にある｡ 子供自身がテ ー マ を自分に引き寄せ､
自分 の 問題として感 じ､ や っ て み ようと い う意欲をも つ こ と
で ､ 初めて内面を伴っ た活動が保証 できると考えるからである｡
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そ こ て ､ こ こて は､ 『総合』 のねら い に迫るため の 糸 口 とし
て ､ 子仮 の 活動意欲に焦点をあて る｡ そ して ､ 『総合』か子供
にと っ て より価値 の ある時間となるため の教師 の役割 に つ い
て ､ そ の 中て も話 し合い を中心 に考えて い く ｡
(2) 活動意欲を高めるため の ､ 話 し合 い の 可能性
『総合』 にお い て 活動意欲を高めるため に ､ ｢学 びの 主体で
ある 一 人 一 人 の 子 供 の 求めを何よりも大切 にする｣ こ と､ さ
ら に具体的な働きと して ､ 一 人 一 人 に対 して教師が個別 に対
応すること の重要性が叫はれ て い るo (たとえは､ 奈須2 000)(4)｡
個々 の 子供が多様な活動を展開して い ると い う こ とか ら ､
これ ら の指摘は妥当て あろう｡ しか し､ 各学級には教師は 一
人 しか い な い と い う現実もある ｡ お のずと ､ た くさん の子供
を 一 人 の 教師が同時に支援して い くには限界がある ことも確
か て あろう｡ また､ こ う い っ た 対応 て は､ 一 人 一 人 の 追究を
見直すための主体性は育つ か も しれな い か ､ 集 団の 一 員と し
て の自覚を促すための ､ 社会性か育ちにく い と い う問題点も
挙けられ よう ( 松本199 9)(ち)o
で は ､ 教師はとうすれはより効果的に活動意欲を高める こ
とかて きる の たろうか ｡ 著者らは､ 教師か活動する個 - 対 応
するたけで はなく ､ 学級集団として の 機能を生か した ｢話 し
合い｣ を効果的に使う ことで ､ 個の 追究が深ま っ たり､ 高ま っ
た りする の て はな い か と考え て い る｡ なお ､ こ こ て い う ｢話
し合い｣ とは ､ 教師から の 一 斉の 提案や ､ 単なる学習成果 の
発表会てはなく､ ｢個々 の 子供 の 心が解放され ､ 自分をさらけ
出すこと て互 い に分かり合 い ､ 発展 の契機となる話 し合い｣
を言う｡
学級集団 による話 し合い の 価他は ､ す て に 松本 (2 002)(と')に
より､ 学級集団と い う い わゆる ｢共同体｣(
丁)の 機能を生かす こ
とて ､ 多様な問題を携えて い る子供同士 ても かかわり合う こ
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とか可能となり､ ｢自立 - の 基礎｣ や ｢生きる力｣ に直結する
学習指導が て きる ことか指摘され て い る｡
こ こ て はそれを受けて ､ 活動意欲を高めるため の話し合い
が子供 に どの ような効果を生み出すの か に つ い て ､ ｢調 べ る活
動｣ と､ ｢行 動する活動｣ を比較しなから､ 小学校第6学年 『総
合』｢地久子川環境ウオ ッ チ ン グ｣ の実践を例に述 へ る｡
2 ｡ 実践研究の方法と研究対象と した単元につ い て
(1) 実践研究の方法
①実践研究の概要
【対 象】 富山県高岡市立 N 小学校6年生 の 1 ク ラ ス
(3 1名) で実施した､ 第6学年総合 ｢地久子川環境ウオ ッ
チ ン グ｣ を対象とする｡ 授業は､ 担任て ある烏内が行 っ
た｡
【手続き】 綿密に単元構想を練り､ 子供の活動やノ ー ト
の 分析 を記録と して 残すととも に ､ 授業内容をV T R て
記録した｡
【分 析】 授業言己録を綿密に取るとともに､ 教師と子供､
子供 同士 の かかわり の 過程 を抽出し ､ そ の 前後 の 活動 ､
自己評価 の変化等を つ な い で 考える ことて ､ 意欲 を高め
進ん て活動して い く ための プ ロ セ ス に つ い て 分析 した｡
【時 期】 1 9 9 9年6月 - 2 0 0 0年2月
②単元の概要 ( 図1参照)
【全休時間】 全40時間 理科15時間 ､ 総合2 5時間
【概要説明】 N校ては ､ 全校 て 通学路クリ ー ン 作戦を､
年間を通 して 定期的 に実施 して い る｡ こ の 活 動は､ 自分
たちの 通学路やそ の 付近 に落ちて い る コ ミを拾 っ た り､
集 めたりする活動 てあり､ 地域 の 環境美化 に関心をも つ
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( 図1 一 単 元構想図 - )
｢総合的な学習 の 時間｣ における活動意欲を高 める話 し合い の 比較
こ とを願 っ たもの で ある｡ そんな活動を進めて い く中て､
通 学路に隣接 して い る地久子川が､ 最近汚れ て き て い る
こ とを気 に して い る子供か て て きた ｡ そ こ で ､ そ の 話題
を こ の単元 の初めに取り上げた (場面1)0
最初 の 話 し合い で は､ 本当に 汚れ て い るか どうか で意
見が分かれた｡ そ こ で ､ 地久 子川がきれ い な の か汚 い の
か に つ い て自分たち で確かめようと い う ことを､ 単元 当
初の問題として位置付けた｡
そ の後､ こ の単元を理科 の 学習と合科的 に扱 っ て 展開
した｡ 子供たちは､ 科 学的なもの の見方や考え方を生か
しながら､ 多様な方法を用 い て ､ 水 ･ 空気 ･ ゴ ミなど 一
人 一 人 の視点から調 べ ､ 地 久子川 の環境の実態を明らか
にして い っ た｡
活動後､ それぞれ の 成果を紹介し合う時間を設けた ｡
川 の 汚れがひどい実態を目の 当たりに した子供たちは ､
調 べ た こ とや自分 の感じた ことをみんなで紹介し合 っ た
(場面2)｡ こ の こと を通して地久子川をきれ い にする こ
と の意義を自覚することが でき ､ 各々 活動を始めた ｡
最初は､ どうすれは地久子川がきれ い になる のか ､ 家
庭 て て きる生活排水 の 処理方法はな い の かな どと思 い を
巡らした｡ そ して ､ 図書やイ ンタ ー ネ ッ トの 利用たけで
なく ､ ゲス トテ ィ ー チ ヤ ー の 活用 ､ ア ン ケ ー ト調 査など
それそれ個性的 に活動 を展開 して い っ た｡ また､ 保護者
や地域 の 人々 に対 して情報を発信したり､ 働きかけたり
する活動も見られた｡
これ らの活動を通して ､ 環境に働きかける楽しさや､ ｢満
更 でもな い自分｣ に気づき､ 日常的な活動 - と根付い て
い っ た｡
(2)授業実践における教師の ねらい と実際の 子供の姿
①汚れ て い るか どうかを確かめようと いう意欲 (調 べ る
活動意欲) は､ い か にして 生まれ るのか ｡ (場面1)
【話 し合 い 設定の理由】
地久子川の汚れ の 捉え方 の違 い を明確に示すことで ､ ｢本
当にきれ い な の か確かめた い｣､ ｢自分の考えを分か っ て
ほ し い｣ なと の意見が出て ､ 一 人 一 人 の 活動の意欲付け
に つ ながるの で はな い かと考えた ｡
【話し合い の実際】 地久子川が最近汚れ てきて い るか ど
うかを学級全体で 話し合 っ て い る場面
(注 T - 教師､ A - 汚 い 派 ､ B - 汚 くな い 派, C ｡ - 全体の
様子 ､ 1 2- 子 供 を示す)
T 地久子川が最近汚れ てき て い ると い う意見が多か っ
た けど､ み んなは ､ 今､ どん な こ とを思 っ て い ますか ｡
A l 空 き缶 の ポイ捨 てが多く､ ゴ ミ拾いが大変た っ た｡
A 2 近寄 っ て にお い をか いだ ら､ と て もくさか っ た よ｡
A 3 汚 い 水 に多く住む､ ヒ ラタ ドロ ム シがたくさん い たぞ ｡
Bl て も汚
:
い 水iLT ば住 み/こ ( い ､ コ カ ケ EZクも い た よo
A l 生物 が住んで い ると い う ことは い っ し ょ ね ｡
B2 生 物カ〕住ん て い るか ら､ノ看い と ま てば い えな いo
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T 同じ地久子川な の に､ 見る人によ っ てずいぶん見方
が違うんたね｡ (図2 を指さしながら､ 全員て考え の多
様性を見渡す)
B2 本当〆こきれ いな のれ フ誓い の かもう ｢ 度勧 jめ/E行こ
うよo
(C o 賛成 † ! )
話し合 い後 のネ ー ム プ レ ー ト(8)の 位置を図 2 に 示す｡
汚 い 派 A 派 (28人)
地久子川は汚 いと捉え て い る｡
汚 くな い 派 B 派 (3人)
地久子川は汚くな いと捉えて い る｡
尭挙措クリ ー ン作 恥 al感港
汚くない諌
＼水に は住 み
ヽコ カ ゲ ロ ウ
･ 生物が 住ん で い
る か ら , 汚い と ま
で披 い え ない o
･ 音 は も っ と , 拷
か っ た らし い ｡
生
物
が
住
ん
で
い
た
て が多 く､ ゴ ミ拾
い が大変 だ っ た ｡
･ 水草 に油 が付 い
て い た｡
･ 近寄 っ て にお い
をか い だ ら ､ とて
もくさか っ た ｡
同じ堆久芋川怠のiZ貝方(寺崎) q 遵
( 図2 一 通学路クリ ー ン 作戦後の感想 - )
【話し合い後の活動の実際】
場面1を受けて ､ 自分の考えを確かめるために ､ 子供
たちは次のような様々な活動を展開した｡ (表1)(地久
子川 9か所 ､ 庄 川 2 か所その他 4か所 で ､ 河川 水試料を
採取)
(注 A派 (汚い派)､ B派 (汚くない派) の数は､ 人数を表す)
グル ー プ名
(調 - る項目)
A派
B派
盾 動 内 容
ア
水 生 生 物
水 草
6 採取した水生生 物を ､ 指標 ごと
人
1
に分類する ○ 水草自体に水 をき
れ い にする働きかあるか調 - る○
イ
ヽ､
コ ､ 4 地 久 子川 に貯ま つ て い る ゴ ミ を
リサイク ル 0 分別 し､ 汚れ の 原因 を探る○
ウ 透 視 度
5
1
透視度計を用い て ､ 水 の 濁り具
合 (晴れ の 日 ､ 雨 の 目に分けて)
を分析する○
エ
水 の 成 分 9
1
蒸発 乾固 . ろ過 . パ ッ ク テ ス ト
に お い (C o t),pH)なと を用 い て ､ 水 に
薬 品 溶け て い るも の を分析する○
オ
実験を終えた 4
0
実験が終わ つ た後 の水溶液を ､
後 の水溶疲の どう処理すれ ば安全 な の か を理
処理方 法 科で 習 つ た方法 を用 い て考える○
( 表1 一 自分 の 考えを確かめるため の 活動内容 - )
こ こ て は ､ If 供か 決めた 5 つ の ク ル ー プ (表1) の うち ､
2 つ の ク ル ー プ の 店動 の 具体を紹介する｡
ア グ ル - プ 水 /+_生物
･ 水 草ク ル - プ
地 久子川か ､ (7:-] い か 汚くな い かを決める手か か りか水
/仁生物に あると考えた アク ル ー プ は､ 11 か所 (地久子川
9か所 ､ 庄 川 2 か所) から水生生物 を採取 し分類 した ｡
そ の結果 ､ 種類や量 に は違 い かある か ､ 地 久子川 には
(f;い 水 に多く住む水生生物か多 い と い う こ とを確認し､
汚 い と結論付ける｡ また ､ コ カゲ ロ ウやナ ベ フ タ ム シ な
と か ､ 水草 かたくさん /f_ えて い る場所 に多く住_ん て い た
こ とから ､ 水草に水をきれ い にする秘密かあるの て はな
い かと､ きれ い にする手かかりを見付け出して くる｡
エ グ ル - プ 水 の成分 ･ に お い ･ 兵品ク ル ー プ
芦発乾同 ･ ろ過 ･ パ ッ ク テ ス トなと を用 い て (7;い か と
うかを判断しようと して い た エ ク ル ー プ の Y 児は､ 詞 -
て い る地点か同じな の に ､ 調 - る方 法 に よ っ て 地 久子川
のきれ い さ の 判断か違 っ て くる こ と に 悩み出す｡
そ こて ､ K 児の ｢それそれ の テ 一 夕 を､ 損の 比較たけ
て はなく､ 縦 の 比較がて きるような表 を作れは い い の て
は な い か｣ と い うア ト ハ イ ス を受け､ 早 速作る ことにす
る (写真1 )｡
その 結果 ､ 目 に見えない コ ミがたくさん溶けて い ると
い う こ とや ､ パ ッ ク テ ス トなと の化学的指標か ら､ 地 久
千川は ､ 汚 い と い う こ とを結論 っ ける｡
帥･人心 J-√･〉 "■′∧､ 〉-㌔ 叫･＼ w∴~.- {
-"~``
( 写真1 一 縦 と横を比較すると - )
②汚れ て い る川を何とか しようとする意欲 ( 行動する活
動意欲) は ､ い か にして生まれるか ｡ (場面2)
【話 し合 い 設定 の理由】
一 人 一 人 が繰り返 し行 っ た環境調査 の結果と､ 自分 の
考えを紹介し合ううち に ､ 地 久 子川は ｢きれ い て はな い｣
と い う事実か 明確になる ことて ､ ｢汚 い の なら何とか しよ
う｣ と､ 活 動意欲を高め て い く の て はな い かと考えた ｡
【話 し合 い の 実際】 それぞれ の実験 ｡ 観察 結果をもと に
学級全体 で 話し合 っ て い る場面
(柱 T - 教 師､ A - 汚 い 派 ､ B - 汚 くな い 派 , 3,4 - 子 供を
示す)
T 一 人 一 人 か 行 っ て きた実験 ･ 観察 か ら, 今 ､ とん な
こ とを考え て い ます か ｡
A4 よ く見ると､ ヒ ラタ トロ ム シ なと汚 い 水 に多く住む水
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牛生物はかりた っ た よ｡ や っ ぱ り､ (f]-れ て い る よ｡
A5 A 4さん と同し｡ C O T)や透視度 の 結果も汚 い と出 て
い るわ｡ (C O D- 2 0p pm , 透 視度 - 4 2c m)
Bi 君ば , 水 生 生物や水 の成分をa,yへ て い ( うちi=/二也n
子///ばやっ ぱ クきれ い L, や な いJと.思 うように凍 っ たo
て も､ ほ (ばや っ ぱ クE/ガたち の 身逆Irあ るノ//i)〕/号
い .な∠/ I/EIL, 1た ( 凌い よo 71- っ て ･ ･ ･ o
A(, ｢何 か､ きれ い し や な い けと(7; くない｣ と言 っ た Bl
の 気持ちか分か っ た ような気かする ｡ (写真2)
A 7 考 え方は違うけれと ､ 地 久子川をきれ い にした い と い
う気持ちは 一 緒 たね o
B 4 こ の 真夏c7)彪 久子ノ//丁ば いメナノ告い と思うよo た っ て ､
彪 た ち の身逝=i=あ るノ/た ものねo
A /1 そ うた ｡ たた 調 へ るたけじや なく､ 川 かきれ い に なる
ように､ み ん なて挑戦して みようよ｡
こ の 話 し合い て-=f 伐たちか関心をもっ た こ とは､ 予 放
と の-一致不 一 致 た けて はなか っ た｡ 汚 か っ た と い う事実
たけ てなく､ 地久 子川は ｢きれ い て あ っ て ほ し い｣ と願
う仲間の気持ちか表出し､ 学級 と して 共有され て い っ た
の て ある (A{, , A 7)｡
｢汚 い｣ とまて は言 い たくなか っ た 仲間 (Bぅ) の 気持
ちか共感的 に受けL二められ､ ク ラス 全体 の願 い - と高ま っ
て い っ た ｡ 汚 い と い う事実そ の も の て はなく ､ こ の 学 級
の みんなか ｢同し願い をも っ て い る｣ こと の 共石かなさ
れた の て ある｡
( 写真2 - や っ ぱりきれ い じや ない - )
【話 し合 い 後 の 活動 の実際】
了伏同士 て ､ 休み 時間や放課後も話 し合 っ た り､ 水生
生.物 を観察 したりする安か よく見られた｡ 子 供たちは今
ま てや っ て き た行動 か ､ 自 分 に と っ て 価 値ある ことたと
気 っ い て い っ た｡ そ の こ とは ､ そ の 後 の 通 学路クリ
ー ン
作 戦 に お い て ､ 積極 的 に こ み拾 い に 取り組む姿勢や ､ 下
級生 に ク リ ー ン 作 甑を行う意味を教えて い る態度と し て
現れ てき て い る｡
｢総合的な学習の 時間｣ における活動意欲を高め る話 し合い の 比較
｢地域に働きかけよう｣ 活動例
ーメー ー.I-L･L- ⊥串.t 屯.レ IL'ヽ ミ It[ -Lllノ J / ′rh 托言£右 ■ Jk W
( 注 ①3) は活動班 を示 す)
Ⅰグル ー プ (重XgX3 環境保全の看板作りと設置
場面2を受けて ､ 仲間と の共通認識を自覚で きた子供
たちは､ 次 の ような行動を開始した ｡
こ こ で は ､ 子供か自分たちで決 めた 5 つ の グ ル ー プ の
うち､ 2 つ の グル ー プ の 活動を紹介する (図3 )｡
Ⅰ グル - プ 環境保全 の看板を作り呼びかけよう
ゲ ス トティ ー チ ヤ ー の ｢汚 し七しま っ た水は､ どんな
方法を使 っ ても､ 完全 に はきれ い にはならな い ｡ 簡単 に
は元通りに もどらな い んだよ｡｣ と い う言葉に ､ Ⅰ グル ー
プの み んなは ｢あの たくさん の水が流れ て い る地久子川
を､ と うすればきれ い にする ことが できるか｣ に対する
名案が浮かはず複雑な表情をする｡
あ きらめきれな い Ⅰ グ ル ー プの T児は､ 地域 の 人 々 に
少 しでも汚さない 努力を して もらうために､ 環境保全 の
看板を立 てようとする｡ しか し､ 勝手に看板はど こにて
も立 てられな い とい うこ とを知り､ 一 時は途方に暮れる｡
そ れで もあきらめず､ 仲間に支えられながら､ 市役所
◆ 河川事務所 ● 地権者 と看板の設置方法を調 べ
て い く ｡ ( 図4)
活動を進めれば進めるほど､ 看板で何とかして地域に
働きかけた い と い う気持ちかますます強ま っ て い く｡ そ
の後､ 一 つ 一 つ 許可を取り付け､ つ い に看板設置の認可
が下り ､ 取 り付けが実現する (写真3 )0
そ の 後 子供たちは､ 川 を汚さな い よう校内放送 で 全校
に呼び か けると共 に ､ 毎日登校 の際､ 地 久子川 に ゴ ミが
扱け込まれ て い な い か確認するようになる｡ ま た､ 定 期
的にゴ ミを集めたり､ ゴ ミ を不法投棄する人 - 声かけを
したりするなど､ 地 久子川 を汚さな い ため の運動を進 め
て い っ た｡
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合同ク リ ー ン作戦
( 図3一地域に働きか け よう - )
( 図4 一 大丈夫なの か - )
(写真 3 一 看板完成 - )
Ⅱ グ ル ー プ 老 人福利 セ ン タ ー - 働 きかけよう
∬グル ー プの A 児は､ 地久子川 に浮 い て い る油は､ き っ
と0 0 金属 (会社名) か 流 し て い る に 違 い な い と考え､
調 査 を開始する｡ しか し ､ 0 0 金属には､ 厳 しい 環境基
堆か適用され ており ､ 下 水道か完備され て い ると い う こ
とを知り ､ 安 心すると同時に､ ます ます原因解明 の意欲
を高める｡
--j)
'
､ IIグル ー プ の S児は ､ なか よ し委員会が中心と
なり ､ 自/)J た ちか交流 し て い る老人福祉セ ン タ ー か ら､
油や 髪 の 毛が流れ出て い る現場を発見するo (写真4) ｢ま
さか ･ ･ ･ ｣ と 子供たちは､ と まと い を隠せな い ｡ 始め
は ｢原因を発見して 生活排水を流 し て い る人たちに注_意
す る｣ と′監 っ て い た はすて あ っ た. しか し､ 調 - て い く
うちに子供たちの 心情は､ ｢い つ も お世話にな っ て い る､
お し い ちゃ ん やおはあちやん に働き か けた い｣ - と気持
ちを変化させ て い っ た｡
そ こて ､ S 児 たちは､ 老人福祉 セ ン タ ー に現状を報告
し､ お じい ちゃ んやおはあちゃ ん に て もて きる､ ｢油 のTF_
し い 捨て 方｣ や ｢食器用洗剤や洗擢用洗剤の 正 し い 選ひ
方｣ なとを教え てあけようと働きか けを開始 した｡
また､ 地久 千川流域 の 下水道普及率を環境保全課 に確
認 し､ ~F 水道普及率か巾仝休 の8 0% た と知り､ 子 供 たち
は唖寅ちとするo そ して ､ 地域 に 環境保全 の プリ ン トを配
るなと､ 自分たち の て きる ことから始める こと にする｡
雪酔
へ
モ
く寧≡
( 写真4一油が流れて い る場所発見 t I - )
単元構想を大幅 に上回る実践 した授業時間
教師は単元構想段階 に お い て は､ 今 後やりた い こ と の
内容を発表 し合い (全体発表会形式)､ 単元 を終わろうと
考えて い た｡ と ころか ､ 子供たちは納得 しなか っ た｡ ｢も っ
と活動 した い T｣ とそ の 結巣 ､ ii元 当初 における教師 の
構想を大幅 に上回る授業時間配分 (予定 3時間 - 実際
13時間以上) となっ た｡
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3 D 検討
1 活動意欲はいか に して生み出されるか ｡
(調べ る活動 場面 1)
場面 1は ､ 同 じ対象に対 して それそれ の見方や考え方
が違 うと い う こ とを明示する ことて ､ 自分 の 考えが正し
い と い う こ とを何とかして確かめようと い う意欲を子供
か生み出して い っ た場面て ある｡
活動意欲か高められた要囚とし ては ､ 次 の 二 つ が 考え
られる｡
(1) 対象が地久子川 であると い う ことの意義
要因と して 考えられる ことと し て ､ ます､ 対象 て ある
地久子川か通学路 に隣接 しており ､ 子供 たちは遊ひ場と
して用 い て い るなど､ 日常 の くらしに密接な関係かある
川 である ことか あけられる ｡ 身近 て ある こと により､ こ
れ まて の経験を想起 しやすくなるとともに ､ 生 活 と密着
した形 て子供か疑問をもちやす い ｡ ま た､ その 矧1=t,] を確
かめようと思 っ た 時に ､ 実際 に すぐ行動 に移すことか て
きる｡
校区には庄川も流れ て い る｡ 学習 対象と して 社会科的
に考 えると､ 一 級河川 の 庄川を扱う方か価値か高い とも
考えられよう｡ しか し, 庄 川は 一 級河川て ､ 川幅が広か っ
た り､ 流れ か速か っ た り して ､ 子 供たちたけて 調査する
ことは容易な ことてはな い ｡ 知 りた い テニ ー タか ､ イ ン タ ー
ネ ッ トや図書 てたくさん調 - られると い っ て も､ 自分自
身か五感を通 し､ すぐに 調 - る こ とか て きな い 庄川 の 環
境を対象 に した場合は､ 真剣に取り組もうとする店動意
欲は生み出され にく い の て はな い たろうか｡
さ ら に ､ 身近な川で あるから こそ ､ 確かめ方 の 見通 し
をも つ こ とか て き､ 活動 の LFTて 試行錯誤を繰り返すこと
か て きる｡ 見通しをも つ こ と て ､ 主体 的に取り組む こと
か可能となり､ そ の結果 ､ 子供自身が自らの 力て 問題を
解決 したとい う充実感を高める ことか で きる の て ある｡
こ の背景 には､ 6 年間とい う長期 にわたり実施 して き
て い る通学路クリ ー ン 作戦 て の 体験が大きくかかわ っ て
い るも の と考 えられる｡ クリ ー ン 作戦を通して ､ 地久 子
川を身近 に感じ働きかけてき て い る こ とて ､ 子伏 自身が､
い ろ い ろな視点 て地久子川を捉える ことか できる｡ こ の
こ とか､ 一 人 一 人 に活動の意義を認識する上 て効果的 に
働 い て い る も の と考えられる｡
(2) 授業場面 において ､ 子供 の 考えを位置づけることの意義
ネ ー ム プ レ ー トを自ら の 判断 で ｢汚 い｣ または ｢汚く
な い｣ に貼ると い う場を設定 した こと て , 地 久子川 の汚
れ の 捉え方を自覚させる ことか て きた｡ つ まり , ます自
分は地久子川が汚 い と捉え て い る ｢汚 い 派｣ な の か ､ 地
久 子川が汚くな い と捉えて い る ｢汚くな い 派｣ な の か と
い う自分 の 立場を明らか に した｡ そ うすることて ､ ｢私と､
同 じ意見 の 人は多 い なあ｣ とか ｢仲間は少な い けれと､
や っ ぱ り 0 0 派の 考 えな の か な｣ と自分 の 立場を問 い 直
｢総合的な学習の 時間｣ に お ける活動意欲を高める話 し合い の 比較
す ことができ､ そ の後の活動に対して積極的に取り組む
ことに つ なが っ た の て ある｡ つ ま り､ 自分自身の立場を
学級全体 の 中で 見つ めさせた ことが､ 一 人 一 人の 問題意
識 の向上 に つ なが っ た と考える ことが で きる｡
もう 一 つ は､ 立場の違い を扱う際､ 教師が人数差 で は
なく､ 意見の質的な違い に目を向けさせた ことにある｡
と もすると汚 い派が28人 で ､ 汚く ない 派が 3人だと い う
こ とたけが注目され ､ 28対 3 の多数決 で地久子川は汚 い
と い う結論を導きやすい ｡ しか し こ こ で は､ ｢で も､ 汚 い
水には住みにく い ､ コ カゲロ ウが い たよ (Bl)｣ とか､ ｢生
物が住ん で い るから､ 汚 い とまで は い えない (B 2)｣ の少
数意見を､ 教師は多数意見と同等に扱 い ､ ｢同 じ地久子川
なの に､ 見る人によ っ てず い ぶん見方が違うんだね｣ と
位置づけた｡ 人数ではなく ､ 意見の 質を大切に して い こ
うとする教師 の構えが､ 人数が少な い 汚くな い 派 の B 2の
ように､ ｢本当にきれ いなのか確かめたい｣ と い う動きを
生んで い っ たと考える ことが で きる｡
こ の 2 点 に よ っ て ､ 同 じ地久子川な の に､ 対象に対し
て 一 人 一 人 の見方が違うとい う事実そのもの を明確にす
る こと で ､ 真実はどうな のか確かめた い と い う好奇心を
高める ことが で きたと考える ことがで きる｡
そ の結果 ､ 自分 の考えを確かめる手だ て として ､ 水生
生物や水草なと､ 今まで の 生活 で経験して きた ことを生
かしたり､ パ ッ ク テ ス トを使うなど理科的な要素を生か
そうとしたりするなと ､ 個性的 で真剣な子供 の姿を生み
出すことかで きた (表1)｡ また､ より客観的なデ ー タ を
求めようと､ イ ン タ ー ネ ッ トを駆使するなど､ 個性的な
活動も誘発することが できたの で ある｡
も ちろん こ の根底には, 教科 の 学習に限らす､ 普段か
ら学級運営全般を通 して ､ 少数意見も大切にするとい う
考え方 ､ つ ま り､ 子 供 の多様性が生きる学級集団づくり
を目指したきめ細か い配慮があることは い うまでもな い ｡
活動意欲はいか に して生み出され るか｡
(行動する活動 場面2)
場面2は､ 汚い ことが明らかにな っ た地久子川 に対し
て ､ 汚 れ て い るとは思 いたくな い 子供 の 気持ちを仲間 に
伝える機会をも つ こ と で ､ ｢汚 い 派｣ ｢汚くな い派｣ にか
かわらず､ ｢地久子川はきれ い で あ っ て ほ しい｣ と全員が
同じ願い をも っ て い る こ とに気 っ き､ 新たな活動意欲を
生み出 して い っ た場面で あると解釈することが できる｡
活動意欲が高められた要因と して は､ 次 の 二 つ が 考え
られる｡
(1) 自分の見通 しや､ 着眼を生か した個性的な活動をして
きて い るこ と
子供たちは表 1 の 5グル ー プ に分かれ ､ そ れぞれ確 か
な事実を積み重ねながら､ 自分 の 考えが正 し い か どうか
を確か めようと追究 し て き て い る｡ そ こ で は ､ 汚 い 水 に
多く住む水生生物が多 い と い う こ とを確認 したり ､ 目に
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見えな い ごみが水 の中にたくさん溶けて い ると い う事実
を目の 当たりにして きて い る｡
子 供 たちは､ それ ぞれ の方法 で調 べ て い く過程 で ､ 地
久子川は汚 い とい う調査結果 を蓄えながら自分 の 考えを
より確かなもの に して きて い る｡ また そ の 過程 て ､ 多く
の 子供は自覚は して い ない か ､ ｢自分たち の川だから､ 汚
い とは言 い たくな い｣ と い う気持ちも深 ま っ て き て い る
と思われる｡
活動を通 して ､ 高ま っ て きて い る子供たちが自分 の 思
い を出さざるをえな い状況 に追 い 込まれた こ とか何より
大きな要因で はないかと考えて い る｡
こ の ような追究の深まりを支えた手だ て の 一 つ と して
注目した い こ とは､ ｢汚 い 派｣ と ｢汚くな い派｣ の 両派が
別 々 に実験 ･ 観察して い な い こ と､ つ ま り､ 汚 い 派 と汚
くない派が 一 緒に実験 ･ 観察して い るこ とに ある (表1)0
例えは ｢汚くな い 派｣ の B3は､ ヒ ラタ ドロ ム シ や ヒ ル
などを採取 して 調 べ て い く うちに､ 地 久子川は確か に汚
い とい う ことを実感 してき て い る｡ こ の こ とは､ ノ ー ト
には､ ｢でも､ ほ くは､ や っ ぱり自分たち の身近にある川
が汚 いなん て思 い たくな い ｡｣ と自分 の 汚 い と思 いたくな
いと い う思い もとん どん深ま っ て きたと い う こ とを書 い
て い る こ とからも明らか で ある｡
こ の B3に対 して考えは違うA 6が ､ ｢何かきれ い じ やな
い けど汚くな い と言 っ た B3 の 気持ちが分か っ たような気
がする｣ と いう発言をした のも ､ い つ もB 3と共に実験 ･
観察をしてき て い るとい う背景があ っ た からで はな いか
と考えられる の で ある｡
こ こ で ､ もし自分 の 考えを確かめる手だ て別 のグ ル ー
プで はなく､ ｢汚 い 派｣ と ｢汚くない派｣ と い う考え別 の
グ ル ー プで 実験 ･ 観察したらどうだ ろう｡ 自分たちに都
合の い い 証拠ばかりを集め､ 結論を急ぐ ことに終始して
いた の で はな い だ ろうか ｡
異 なる考えの子供たちか活動を共にして い く こ とで ､
同 じ手立 て で 調 べ なが らも､ 同 じ調査結果を手がかりに
して ､ 実験 ･ 観察中に, 互 い の意見を何度も戦わせる姿
も見られた｡ そ うい っ たかかわりの 中で ､ 客観的な見方
や考え方が 一 層 明確 になる の と同時に､ こ れ ま で の 各自
の 思 い も問 い直すことが できたの で ある｡
事実､ 水 の 成分 ･ に お い ･ 薬品 で 調 べ て い た Ⅳ グ ル ー
プ は､ 当初河川水試料の採取地点が 2か所だけだ っ た の
に､ 汚 くない 派 B2の ､ ｢ 2か所だけの採取だ っ たら､ 偶然
そ こだ け汚 い の か もしれな い｣ と い う意見を取り入れ ､
水 の採取地点を 9か所 に増や したと い う動きもあ っ た｡
こ の 動 きは､ グ ル ー プ活 動を し て い く 中で 議論を繰り返
し､ よ り確 か な結論を導び こうと し て い る姿と して 捉え
る ことが できる｡
こ の よ うに ､ 一 つ の テ ー マ や 課題 に 対 して ､ 対 象 に関
する見方や考え方を持ち寄り ､ 共 に 活動したり話 し合 っ
た りする ことで ､ 仲 間 の 考 え の多様性と､ 全体 の 中で の
自分 の 位置 に気づき､ 対象を自分 に引き寄せ て納得 て き
る取り組みをして い こ うとする意欲 か生まれる こと に つ
なか っ たと考える ことか て きる｡
(2) 活動が教材で はなく､ 追究する子供が教材 にな っ て い
る こと
場面2にお い て ､ 教師は第 一 発間て ､ ｢ 一 人 一 人か 行 っ
て き た実験 ･ 観 察 か ら､ 今 ､ と ん な こ とを思 っ て い ます
か｣ と子供 の 思 い を尋ねた ｡ こ こ で の教師の発問は､ ｢実
験 ･ 観察の結果はとうて したか｣ と紀果そ のも の を聞 い
て い な い ｡ 結果 て はなく ､ 結果を出した段階て の 子供 の
思 い や考えを聞 い て い る｡ そ うする こと によ っ て ､ ｢は く
はこ う思うよ｡ た っ て 0 0 たっ た｡｣ とそ の 発言とともに､
そ の 裏側 に事実か 語られ て い く｡ そ の 発言を聞き合う こ
とて ､ 括 勃そ の もの て はなく ､ 店動 して きて い る仲間 の
内面を感し合い 理解 し合う ことを目指 して い る の て ある｡
こ の ような教師の構えか ､ A 4 の ｢よく見ると､ ヒ ラタ
トロ ム シ なと汚 い 水 に多く住む水生生物はかりた っ た よ｡
や っ ぱり 汚れて い るよ｣ や ､ Aぅの ｢C O Dや透視度 の結
果も/与い とて て い るわ｡｣ と い う発言に対 し､ B3の ｢て も､
ほ くは ､ や っ ぱ り自分たち の身近 に ある川か汚 い なん て
思 い たくな い｣ の発 言を生んて い っ たo こ の B3の動 きも､
確か に事実は ｢(T7-い｣ た っ た が､ ｢汚 い｣ とは考えたくな
い 自分 (B〕) を分かっ て ほ しい と い う思 い が､ この 発言
を生んたと考える ことかて きる｡
そ の 結果 ､ こ こ で 明らか に な っ た こ とは､ 地 久 子川が
汚 い か 汚くな い かと い う事実そのも の て はなく､ む しろ､
対 象 に 対する仲間 の思 い を共感的 に認め合い ､ 共 有する
ことか集 臥貴識の 高まり に つ なか り､ 行動する活動意欲
に つ なか っ た と考えられる｡
つ まり､ ｢こ の ままて は い けな い ｡ 地 久子川をきれ い に
した い｣ と い う気持ちを全員か実感 て きた ことて ､ 活動
自体か自分にと っ て 価 値ある ことた と気 っ い て い く こ と
に な っ た の て ある｡ その こ とか ､ 行動 すると い う癌動を
生み出す原動力となり､ さ らに 発展 して ､ ｢そ の 後､ 仲 間
と何 をなす へ き か｣ を考え合 い ､ 学級 の み んなで 取り組
ん て い こ うとする ､ 新 たな店動 の原動 力とな っ た の て あ
る｡
なお ､ こ の 話 し合い にお い て ､ 中心 となる教材か追究
する子供その もの に な っ て い る意義に つ い て は ､ すて に
福満 ･ 松本 (2 003)(9〕に よ り指摘され て い る ｡
異 な る考え の 子供同士か 共同 して 痛動 を真剣 に行 っ た
こと (1) や､ 追究する子供を教材 に して 話 し合い を行 っ
た こ と (2) に より ､ 子 供たちは､ 真 剣 に 店動 を深め て
い っ た と い える ｡
こ の こ と は､ 図 3 の ｢地域 に働き か けよう｣ にお い て
も ､ 休み 時間や放課後 にま て自ら の 意思 に よ っ て 活動す
る姿とな っ て 現 れたり､ 今まて は何 て もすく に あきらめ
て し まう こと か多 か っ た T 児か ､ 市 役所 ､ 河 川事務所 ､
地 権者と い う 三 つ の 難関を乗り越え､ 環境保全 の 看板 を
立 て るため に努力を惜 しまな か っ た姿と して 現れたり し
た ことか ､ 結 果 と し て の 子 供 の姿であると捉える ことか
て きる｡
また, 実践を進めた結果と して ､ 教師の 当初 の 想定を
大きく超えた店動意欲 ( 予定 3時間 一 笑際 1 3時間以
上) とな っ た こ とも ､ 子 供の高まり の 結果と して 捉える
ことか て きる｡
こ れ ら の こと か ら､ や らされ て い る活動 て はな い ､ 本
気 で自分たち の 地域に働きかけて い っ た活動に仲間と願
い を共 に しなから高めて い こ うとする姿か育 っ て きたと
捉える ことがて きる｡
総合のねら い の 一 つ ｢自己 の 生き方 を考える｣ とは ､
他を契機として 自己の 目 の 付け方や取り組み方 を振り返
る ことに他ならな い ｡ そ して そ の こ とは､ 自信をも っ て
｢自分たち の 力て ､ も っ と地 域 に 働きか けた い｣ と い う
ような個性的な活動を して い く こ と に つ なかり､ 結果 と
して 日常生店 における態度として身に付き行動て きるよ
うに なると考えて い る ｡ こ こて の 子供 の姿は､ まさ に ,
こ の ね ら い に直結 した姿と捉える ことか て きる の て はな
い たろうか ｡
4
｡ 結論
(1) 結論
『総合』 にお い て ､ 子供 の 活動意欲を高める上て ､ 互
い の 考 えや思 い を出 し合える話 し合い は効果的 て ある｡
話 し合 い の も ち方は､ 調 - る活 動と､ 行動する癌動 に
よ っ て ､ 次 の 二 つ の タイプ に分ける ことが で きる｡
一 つ の 問題 に 対 して ､ 調 へ て 確 か めようとする店動
意欲は､ そ の 間題 に 対する考えの多様性とそれそれ の
子供の立場を明確にすることで生みuJ,す ことかて きる｡
調 べ るたけに ととまらす主体的 に行動して い こ うと
する癌動意欲は ､ 多様 な考 えを して い た仲間か 心情面
にお い て はよく似た願 い をも っ て い た こ とを実感し合
う こと て生み出すことが てきる｡
(2) 残された問題点
こ こて は 一 つ の 実践にお い て ､ 二 つ の 話 し合 い場面を
比較すると い う手法 て ､ 事例の分析 ･ 考察を行 い なから
議論を展開 した｡ 紙 幅 の 制約もあり､ また ､ 分 析対象も
断片的 てある点は否めな い と こ ろて ある｡ し たが っ て ､
こ こ て の 分析 ･ 考察 を踏まえ､ さ ら に 事例研究を積み重
ねるととも に､ 先 行研究との 関連を明確 にするなと して ､
一 層精練な論証作業 か 必要 てあると考 えて い る｡
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